
★平成20年第３回定例会は９月２日(火)開会予定です。

平成20年
（2008年）７月
第26号

６月補正額：２,０７０万円
補正後の予算

一般会計：１９３億８,８７０万円
（対前年度同期 △４憶５,０８４万円、△２.３％）
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会
期
日
程
な
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日 種 別 内 容

開 会

会議録署名議員の指名

10惜 本会議 会期の決定

市長提出議案等18件 ・・・ 一括上程

市長提出議案等の提案理由説明

12斥 本会議 議案等に対する質疑

13昔 本会議
議案等に対する質疑

議案の常任委員会付託

16席 本会議 一般市政に対する質問

17惜 本会議 一般市政に対する質問

18戚 本会議 一般市政に対する質問

19斥 休 会 常任委員会

20昔 休 会 常任委員会

23席 休 会 正副委員長会

議会議案２件、決議案１件、

意見書案３件
上程

議会議案等の提案理由説明

25戚 本会議
議会議案等に対する質疑

常任委員会報告

常任委員会報告に対する質疑

議案の付議順序により討論、採決

閉 会

平成20年伊万里市議会第２回定例会
会 期 日 程

開議時刻 午前10時６月

意
見
書

「
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施

策
の
積
極
的
な
展
開
を
求
め
る

意
見
書
」

近
年
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
要
請
が
高

ま
る
な
か
で
、
森
林
の
持
つ
役
割
に
強
い
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
林
業
の
担
い
手
対

策
の
充
実
と
地
域
林
業
及
び
木
材
産
業
の
振

興
等
の
積
極
的
な
林
政
の
展
開
を
求
め
る
も

の
で
す
。

「
教
育
予
算
・
社
会
保
障
予
算

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

子
ど
も
達
に
豊
か
な
教
育
を
保
障
す
る
た

め
の
少
人
数
学
級
の
推
進
や
、
学
校
施
設
の

充
実
を
図
る
た
め
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

割
合
の
増
加
及
び
、
医
療
・
介
護
な
ど
の
社

会
保
障
予
算
の
確
保
を
求
め
る
も
の
で
す
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」

四
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
本
制
度
は
、
実
施

内
容
の
一
部
に
お
い
て
な
お
一
層
の
考
慮
の

要
望
が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
運
用
等
の
改

善
、
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で
す
。

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
関
係

機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

市民病院２題

★８月１日から土曜日の外来診療は救急
患者のみとなります

救急医療をはじめとする医療体制を現在の医

師数で維持するには、医師の負担軽減を図る必

要があるためです。全員協議会に小関院長がお

見えになり、現状を詳しく説明して頂きました。

★９月１日から小児科診療を再開します

懸案の医師確保が出来、着任されます。かつて

市民病院に勤務されていた先生のようです。１人

体制では時間外や夜間の対応は出来ませんが、小

児科で市内唯一の入院可能な病院として、開業医

と連携しながら小児医療の充実を図ります。

（休日・夜間は「休日・夜間急患医療センター」

牲23-9910 へ）

ご理解とご協力をお願いいたします。

議会ホットコーナー
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委員会に付託された条例議案２件、規約変
更協議案１件、補正予算議案１件について慎
重審査の結果、原案のとおり可決すべきもの
と決定いたしました。
伊万里市税徴収等の特例に関する条例の一

部を改正する条例については、地方税法の一
部改正に伴い、特例を適用する市税の範囲を
変更するため。
伊万里市報酬及び費用弁償条例の一部を改

正する条例については、非常勤環境センター
所長及び水道技術嘱託員に報酬を支給するた
め。
佐賀県市町総合事務組合規約の変更につい

ては、新たに武雄市が事務組合の共同処理に
参加することに伴い、地方自治法第290条の
規定により、議会の議決を要し、その変更を
認めました。
特に報酬及び費用弁償条例の一部を改正す

る条例案については、非常勤といえどもポス
トを増設することが職員給与費の増額につな
がるので、今迄の職員体制を維持できないか
との意見も出されたが、環境課長と環境セン
ター所長の兼務では多忙をきわめ、勤務体制
に限界があるとの理由で改正案を認め、水道
技術嘱託員については、10年以上の経験を有
する者、又は水道工事に従事した者に限ると
いう条件の説明を受けました。。
補正予算議案については、各種訪問団の交

流事業費が計上されましたが、大連市長招聘
による2008第８回アジア・太平洋都市サミッ

トへの参加及び親子による文化・スポーツを
通じたふれあい交流を行う伊万里市・大連市
青少年友好交流事業に要する経費として認め
たところです。
また、委員会２日目に下記の現地視察を実

施しました。
消防署においては、総務委員会との関連性

を重く受けとめ、心肺蘇生法とAED（自動体
外式除細動器）の使用について１時間に渡っ
て講習を受けました。
家庭や職場で生じる突然のケガや病気、中

でも重篤で緊急を要するものは、心臓や呼吸
が止まってしまった場合です。救急車の到着
までに、その場に居合わせた人による救命処
置がいかに重要であるか認識させられました。
現在学校現場や多くの公共施設にAEDが設置
されていますが、一度だけの講習ではなく定
期的な実施訓練が必要と思われます。

市民活動支援センター「市民交流プラザ」
の視察については、開設前に１度視察を行い、
今回で２回目であります。４月に開所して以
来、利用団体数は徐々にではあるが増加の傾
向にあるようです。センター利用の目的は、
まちづくりのためというコンセプトであり、
利用者を限定することなく、PRに努め、利用
者増を図るよう指摘したところです。現在運
営は直接伊万里市が関与しているが、将来に
渡っては利用者団体によるネットワーク化を
進め、利用者、団体によって自主的に運営さ
れることが望ましいと感じたところです。

総務委員会
★所管 総務部、政策経営部、市民部（戸籍･住民登

録等）、会計課、消防本部、選挙管理委員会、
監査委員、他の委員会に所属しない事項

◎笠原 義久 ○樋渡 雅純
前田 教一 多久島 繁 松永 孝三
船津 賢次 前田 久年 下平 美代

救命救急講習（消防署）

文化交流風景（大連市）
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※科料：罰金刑とともに財産刑とされるが、罰金よりも小額で比較的軽微な犯罪に対して科せられる。現行
刑法では1,000円以上１万円未満。

当委員会に付託された条例議案２件、およ
び補正予算議案１件について審査の結果、近
世陶磁器窯跡の盗掘防止がなお一層図られる
よう要望意見を付し、原案のとおり可決すべ
きものと決定いたしました。
文化財条例の一部改正では、市内にある約

80箇所の近世陶磁器窯跡の数箇所で、近年発
生している盗掘の防止と窯跡保護を図るため、
「伊万里市文化財保護条例」の罰則強化が提案
されました。従来は、「３万円以下の罰金又は
科料※」でしたが、「１年以下の懲役若しくは
禁錮又は20万円以下の罰金若しくは科料」と
する内容で、昨年改正された佐賀県条例に則
ったものです。また、教育委員会の許可なし
に現状変更等をした場合も「２万円以下の罰
金又は科料」から「10万円以下の罰金又は科
料」となります。施行は周知機関を取るため
10月１日としています。６月19日に行なった
現地調査では、幹線道路から入り込んだ人里
離れた場所にある盗掘跡を目の当たりにして、
防止対策の難しさを痛感しました。地元区長
さんや専門家などで組織された「窯跡保存対
策協議会」や地元との連携を密にされ、市民
共有の財産である古窯跡に対してさらに盗掘
防止が図られるよう要望しました。また、市
民に「古唐津」窯跡が伊万里市内にも存在す
ることを広く知って頂くため、歴史民俗資料
館で「古唐津陶片展覧会」を開催する予算が
合わせて計上されました。８月に開催の予定
ですので、どうぞお出掛けください。

「犬取締り
条例の一部改
正」は県の関
連条例改正に
伴うもので、
現在市内公民
館で行われて
きた犬の引き
取りが、10月から県保健福祉事務所（保健所）
に一元化されるものです。これまで最終的に
引き取り手のない犬は処分されていましたが、
さらに愛護のために、新たな飼い主を探すた
めの措置です。「回収場所の一元化は、市民に
とって不便になるのではないか」との意見も
ありました。また10月からは引き取り料も必
要となるとの説明を受けました。
補正予算では、衛生費で環境センター所長

に専属の嘱託職員を配置するための報酬が計
上されました。運転トラブル等への緊急対応
や機器の補修等に専門的技術を必要とする業
務であり、適任者の配置を考えているとの説
明でした。
教育費では「特別支援サポート事業」とし

て、当初予算で支援員を７名配置しましたが、
緊急な必要から10名へと増員されます。支援
員は、車椅子を使用する児童生徒や、ＬＤ
（学習障がい）、ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障
がい）などの障がいのために特別な支援を必
要とする児童生徒に対し、担任の補助的な手
助けをして頂きます。ここで、就学前からの
サポートの必要性についての意見がありまし
た。「きらきら伊万里っ子事業」では県の助成
を活用して「伊万里っ子しぐさ」のＤＶＤを
作成し、児童生徒への啓発を図ります。「ぜひ
議会でも視聴したい」との要望がありました。
「スクールソーシャルワーカー活用事業」は、
問題を抱えた児童生徒や保護者との相談活動
を行い、地域や関係機関と連携し支援体制の
構築を図るために県が予算化したもので、伊
万里市もいち早く取り組みます。学校適応教
室せいら西教室（旧ポリテクセンター）と２
中学校に配置し、市内全校への対応をして頂
きます。

文教厚生委員会
★所管 市民部（保健・福祉・環境・人権同和）、

教育委員会、市民病院

◎岩橋 紀行 ○山増 秀明
占野 秀男 高木 久彦 島田 布弘
田中 啓三 福田 喜一 盛 泰子阿房谷下窯跡（松浦町）

現地視察
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産業建設委員会
★所管 産業部、農業委員会、建設部、水道部

当委員会に付託されました条例議案３件、

補正議案の内「農林水産業費・商工費」特別

会計補正議案「水道事業特別会計補正予算・

公共下水道事業特別会計補正予算」について、

慎重審議の結果、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。

議案第64号・伊万里市企業立地の促進等に

よる地域における産業集積の形成及び活性化

に関する法律第10条第１項の規定に基づく準

則を定める条例制定に付いては、議案質疑に

おいても、複数の議員から質問があり委員会

では時間をかけて審議いたしました、

本市に於いては、工業団地はほぼ完売の状

態であり、今後立地勧奨に於いても他市より

も優位な条件が必要と思われます。県内でも

４市１町で制定され、６月議会で１町が提案

されています。

議案69号・伊万里市駅ビル条例の一部を改

正する条例制定に付いては、駅ビルは東・西

ビルに分かれており、東ビルのＪＲの駅舎は

ＪＲの建物であり、残りの施設と西ビルの建

物（施設）が対象です。この駅ビルの管理業

務を「指定管理者」へ業務依託を行う条例の

一部改正です。今後、庁内で指定管理者選定

後、議決を経て決定し、指定管理者での運営

となりますが、今後は市民へのサービス・管

理業務の課題等が重要と考えられます。

議案第65号・伊万里市建築協定に関する条

例制定に付いては、平成20年度からの事業計

画で、都市計画道路・八谷搦駅前線「県道、

伊万里停車場線」の第２期工事の事業が開始

されるが、この条例に付いては、建築基準法

（昭和25年法律第201号）第69条の規定に基

づき、建築協定に関し必要な事項を定めるも

のとする。一定の区域を定め、その区域内に

おける建築物の位置、構造、用途、形態、意

匠又は建築設備に関する基準についての協定

を締結することが出来るものです。今回、都

市計画道路区域内270ｍ改修に併せて地元で

協議が行われているとの説明を受けました。

この条例は、受付条例で受け付け後、20日間

の縦覧を行い、県知事の認可が必要となって

います。また区域内の同意も必要されていま

すが、今後の進展を見守りたいと思います。

完成するのが楽しみです。その他の事項では

意見書の提出で「森林・林業・材木産業施策

の積極的な展開を求める意見書」、また議会提

案で「伊万里市農業委員会の推薦」を行った

ところです。農業委員会の委員改選期にあた

り、選挙区内からの委員２名減・議会選出委

員が２名減の計４名の定数削減が行われ、伊

万里市市内４ブロックの中で削減されました。

中部地区・北部地区内に議会選出委員２名を

充てました。

◎前田儀三郎 ○渡邊 英洋
松尾 雅宏 松尾 博幸 草野 譲
堀 良夫 内山 泰宏 浜野 義則

七ツ島工業団地

県道伊万里停車場線
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５月27日～29日の２泊３日で、議会運営に
関する視察研修を実施しました。

１佐賀市議会
・３月議会では補正予算を会期途中で議決
・一般質問の人数確定後に日程を組む
・人事議会において執行部に出席を要請しない
・会派要件は３名以上。現在７会派。２名以
下の準会派も、議運にはオブザーバー参加
できる。

２山口県柳井市議会
◎山本達也議運委員長にご同席頂き、中身の
濃い意見交換ができた。また議案配布方法
の変更など伊万里市議会が取り組んできた
改革を参考にしたいとのお言葉を頂いた。
・政務調査費実績報告書を議会ＨＰで積極的
公開する予定
・一日一委員会制。委員外議員の発言は、委
員の質疑終了後に委員会の許可を得て行う
・ほとんどの議会において、議運委員長も委
員長報告を行う。
◎会派（平成12年４月導入。現在６会派）
★メリット
・会派代表者会議で会派間の意見調整、連絡、
協議などを行うことにより、本会議、議運、
全員協議会等がスムーズに進行できる
・会派室での勉強会や政策協議が可能
・会派による視察研修で多くのことが学べる
★デメリット
・人数の多い会派が独断で物事を決めると、
感情的な対立で議会運営が難しくなる

・会派の離合集散を繰り返し、本来の政策集
団としての目的から逸脱する
・政策集団としての会派ではなく、仲良しグ
ループになることがある
※会派に異動があった場合でも、会派室の造
作は行わない。

３福岡県飯塚市議会
・独自の政務調査費条例を制定。第２条に
「会派及び議員の義務」を明記すると同時
に、実績報告書の自由閲覧制度を設ける
・一般質問は、議員の持ち時間を30分とす
るのみで答弁時間を含まない
・当初予算では、予算特別委員会を編成する
・決算委員会報告は、12月議会冒頭に行う
・議案質疑は完全通告制
・３名以上を交渉会派とし、代表者会議には
交渉会派と公党会派のみメンバーを出せる
・議運（10人）は３名以上の会派から、３
人（正副議長・監査委員を除く）につき１
人を出す

◎研修終了後、柳井市・飯塚市では観光ボラ
ンティアの案内で、街並みや嘉穂劇場など
を見学させて頂きました。

議会運営委員会

◎盛 泰子 ○前田 久年 松永 孝三
松尾 博幸 船津 賢次 内山 泰宏
岩橋 紀行 田中 啓三 浜野 義則柳井市議会本会議場

旧伊藤伝右衛門邸（飯塚市）

今後、研修の成果をもとに議論を深め、
出来ることから取り組む予定です。
また、「会議規則」の改正を行いました。
地方自治法改正により議員が議案を提出
する際の人数要件が緩和されたため、意
見書等の機関意思の場合も同様とし、分
かりやすい表現に変えるものです。
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一 般 質 問 （質問順）

議員名 質 問 事 項 議員名 質 問 事 項

１．後期高齢者医療制度施行後の市民の

要望と制度の問題点について

２．大川内キャンプ場の運営について

１．塚部市政の喫緊の課題について

(1) 伊万里・有田地区公的病院建設につ

いて

(2) 県西部広域ごみ処理施設について

(3) 伊万里市松浦町、武雄市若木町にお

ける企業立地促進法による工業団地

整備について

(4) 国道498号整備について

(5) 戸栗美術館について

(6) ウェルサンピア伊万里について

１．黒澤記念館建設計画の進捗状況につ

いて

１．第５次総合計画について

２．住みたいまちの評価について

３．黒澤明記念館サテライトスタジオの

今後について

下平 美代

（一問一答）

島田 布弘

（総 括）

１．学校の耐震化の推進

(1) 施設の整備・耐震化への認識

(2) 耐震改修状況調査

(3) 財政支援を機にスピードUPを

２．アレルギー疾患への取り組み

(1) 光化学スモッグ対応

(2) アレルギー疾患の有病率の動向

(3) アレルギー疾患への対応

(4) 「ガイドライン」に基づく今後の方

向性

３．肺炎球菌ワクチンの公的助成

樋渡 雅純

（一問一答）

浜野 義則

（一問一答）

１．生活保護者の通院費について

２．防犯灯の整備について

３．地域公共交通の整備について

草野 譲

（一問一答）

１．ウェルサンピア伊万里について

(1) 入札における本市の対応

(2) この施設に対する本市の関わり方

２．旧ダイエー伊万里店ビルについて

(1) 数年も放置されているが話し合い

の状況は

(2) 南側市営駐車場と一体化した開発

の考えは

３．本市の交通安全対策の状況について

(1) 高齢者の交通事故多発について

(2) 行政としての安全対策について

田中 啓三

（一問一答）

占野 秀男

（総 括）

１．新型インフルエンザについて

２．臨港道路延長について

多久島 繁

（一問一答）

１．トンテントン祭りの行方について

２．伊万里湾総合開発について

高木 久彦

（一問一答）

１．企業誘致の効果について

(1) SUMCOの場合

①税収 ②雇用 ③定住

２．納税相談の窓口対応について

３．社会保険浦之崎病院の存続に向けて

の市の対応は

船津 賢次

（一問一答）

１．指定管理者制度について

(1) 既に導入している施設についての検証

(2) 新たな導入への検討状況

２．就学前の発達障がい児への支援につ

いて

３．信号機の新設、改良について

(1) あさひが丘下交差点への設置

(2) 伊万里駅前交差点信号機の時差式化

４．有明佐賀空港「乗り合いタクシー事

業」について

盛 泰子

（一問一答）

★H16年６月議会から、議会改革の一環として、一般質問のやり方を一問一答方式か総括方式かの選択制に
しています。持ち時間は60分です。

一
般
質
問
事
項
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一

般

質

問県
か
ら
の
事
務
連
絡
が
あ
っ
て

い
る
。（
中
身
変
更
な
し
）
④

年
金
か
ら
天
引
き
（
５
３
０
０

人
）
納
付
書
納
め
（
１
０
０
０

人
）
減
免
（
１
６
０
０
人
）
⑤

広
域
連
合
が
中
心
に
事
務
処
理

を
行
っ
て
い
る
が
、
連
携
に
も

課
題
も
多
い
。
市
民
へ
の
説
明

に
疑
問
に
思
う
こ
と
も
あ
る

が
、
制
度
だ
か
ら
更
に
説
明
責

任
を
果
た
し
た
い
。

市
長

⑤
75
歳
以
上
の
人
を
「
後
期

高
齢
者
」
と
呼
ぶ
名
称
は
高
齢

者
の
心
を
傷
つ
け
た
と
感
じ

る
。
年
金
か
ら
の
天
引
き
も
疑

問
に
思
う
。
高
齢
者
へ
の
尊
厳

と
国
民
皆
保
険
制
度
は
保
た
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

宿
泊
利
用
が
中
止
さ
れ

て
い
る
が
（
屋
根
の
な
い
博
物

館
）
的
捉
え
方
で
宿
泊
利
用
再

開
を
。

市
長

一
度
に
は
無
理
だ
が
１
棟
ず

つ
で
も
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
整
備
し

て
期
待
に
応
え
た
い
。

下
平

美
代

①
制
度
に
該
当
す
る
人

数
と
、
質
問
等
に
対
し
て
の
対

応
。
②
広
域
連
合
に
市
民
の
声

は
届
い
て
い
る
か
。
③
制
度
の

名
称
を
「
長
寿
医
療
制
度
」
と

呼
ぶ
の
は
な
ぜ
か
。
④
保
険
料

の
徴
収
方
法
。
⑤
制
度
に
対
す

る
市
長
、
部
長
の
意
見
。

市
民
部
長

①
制
度
の
該
当
者
約
７
９
０

０
人
（
女
５
０
０
０
人
、
男
２

９
０
０
人
）、
職
員
１
名
増
で

対
応
し
、
４
月
は
１
日
１
０
０

件
。
②
広
域
連
合
に
は
市
民
の

声
は
届
き
に
く
い
。
運
営
は
県

内
各
市
町
の
拠
出
金
。
当
市
の

20
年
度
負
担
金
は
３
１
８
３
万

２
千
円
。
18
年
度
か
ら
の
合
計

は
６
１
７
８
万
２
千
円
。
会
議

の
情
報
公
開
は
充
分
で
な
い
議

事
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ

る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。
③
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
「
長
寿

医
療
制
度
」
と
呼
ぶ
よ
う
国
、

田
中

啓
三

黒
澤
明
記
念
館
が
決
定

し
た
の
が
平
成
10
年
で
、
翌
年

の
７
月
に
は
完
成
ま
で
の
つ
な

ぎ
施
設
と
し
て
、
同
館
の
サ
テ

ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
が
オ
ー
プ
ン

し
た
が
、
黒
澤
明
文
化
財
団
の

寄
付
金
集
め
が
難
航
す
る
な

ど
、建
設
計
画
が
大
幅
に
遅
れ
、

す
で
に
10
年
が
経
過
し
て
い

る
。今

日
ま
で
、
平
成
10
年
度
か

ら
19
年
度
ま
で
に
、権
利
取
得
、

建
設
予
定
地
の
造
成
、
サ
テ
ラ

イ
ト
の
維
持
管
理
費
等
含
め
、

約
３
億
５
千
万
円
が
支
出
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ

オ
に
つ
い
て
も
、
12
年
度
の
入

館
者
が
６
７，

９
２
８
名
あ
っ

た
が
、
19
年
度
は
２
１，

７
４

０
名
と
減
少
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
の
現

状
及
び
、
記
念
館
建
設
に
向
け

て
財
団
は
明
確
な
説
明
を
早
急

質
問

に
行
う
べ
き
で
な
い
か
。

政
策
経
営
部
長

財
団
は
、
黒
澤
監
督
の
生
誕

１
０
０
周
年
に
あ
た
る
平
成
22

年
に
記
念
事
業
を
大
手
企
業
数

社
と
計
画
、
協
議
し
て
い
る
段

階
で
あ
る
が
、
22
年
建
設
実
現

の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
目
前
に

来
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
団
に

対
し
早
急
な
事
業
概
要
な
ど
の

説
明
を
求
め
て
い
き
た
い
。

占
野

秀
男

市
制
50
周
年
の
年
か
ら

４
年
間
「
住
み
た
い
ま
ち
、
行

き
た
い
ま
ち
」
づ
く
り
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
そ
の

評
価
は
ど
う
か
。

一
つ
の
指
針
で
あ
る
全
国
市

町
村
の
住
み
た
い
ま
ち
の
評
価

は
、
約
７
６
０
市
の
う
ち
５
２

２
位
と
な
っ
て
い
て
意
外
と
低

い
。
今
後
の
目
標
は
な
に
か
。

市
長

雇
用
、
食
文
化
、
福
祉
事
業
、

子
育
て
支
援
、
道
路
網
の
整
備

な
ど
各
方
面
で
前
進
し
て
い

る
。
評
価
を
得
た
面
も
あ
り
今

後
も
３
０
０
位
以
内
と
い
わ

ず
、
も
っ
と
評
価
さ
れ
る
よ
う

努
力
し
た
い
。

第
５
次
総
合
計
画
に
着

手
さ
れ
る
が
、
目
標
を
並
べ
る

だ
け
で
な
く
実
効
性
の
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
、
第
４
次
で
は

触
れ
な
か
っ
た
「
歳
入
」
と
の

整
合
性
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
ま
た
市
民
の
声
を
反
映

住
み
た
い
ま
ち

の
評
価
は

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問 大
川
内
キ
ャ
ン
プ
場

★市議会会議録は、市役所１階の市民情報コーナーで閲覧が、市民図書館で閲覧と貸出ができます。
平成15年度以降の分は、市のＨＰで検索することができます。

黒
澤
明
記
念
館
建

設
計
画
の
進
歩
状

況
に
つ
い
て

答
弁

後
期
高
齢
者

医
療
制
度

答
弁

質
問
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一

般

質

問

勢
状
況
及
び
設
備
は
ど
う
な
の

か
。

市
民
病
院
事
務
長

県
内
医
療
機
関
六
カ
所
と
対

処
す
る
。
市
民
病
院
で
は
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
対
応
に
は
30
床
の
ベ

ッ
ド
、
発
熱
外
来
を
新
設
し
一

般
病
棟
と
は
別
に
す
る
。

事
前
の
準
備
態
勢
が
急

務
と
思
う
が
、
危
機
管
理
体
制

は
ど
う
と
る
か
。

市
長

市
と
し
て
も
対
応
に
つ
い
て

周
知
徹
底
を
行
い
、
県
の
行
動

計
画
策
定
に
則
り
関
係
医
療
機

関
と
共
に
対
処
し
て
い
き
た

い
。

久
原
踏
切
の
危
険
性
を

ふ
ま
え
た
う
え
で
、
臨
港
道
路

と
山
代
Ｉ
Ｃ
が
タ
ッ
チ
出
来
る

よ
う
早
期
対
策
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
進
展
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

建
設
部
長

質
問
が
あ
っ
た
議
会
後
、
進

捗
は
な
い
。
国
と
も
話
は
し
て

い
な
い
。
関
係
機
関
に
提
案
活

動
は
続
け
た
い
。

高
木

久
彦

一
昨
年
の
大
き
な
事
故

発
生
に
よ
り
、
昨
年
は
中
止
さ

れ
た
が
、
祭
り
は
こ
の
先
ど
う

な
る
の
か
。

産
業
部
長

ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
奉
賛
会
で

は
、
四
つ
の
分
科
会
で
、
引
き

続
き
対
応
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
今
年
の
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭

り
は
、
10
月
23
日
・
24
日
の
両

日
、
白
神
輿
と
赤
神
輿
そ
れ
に

荒
神
輿
と
団
車
を
加
え
、
神
事

と
し
て
巡
行
の
み
が
行
わ
れ

る
。
な
お
、
24
日
に
は
、
恒
例

の
い
ま
り
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

副
市
長

ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
り
は
、
誘

客
や
経
済
活
動
に
大
い
に
影
響

す
る
も
の
で
あ
り
、
市
と
し
て

は
、
安
全
性
が
確
保
さ
れ
、
市

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
な
ら

ば
、
是
非
再
開
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

七
ツ
島
工
業
団
地
や
伊

万
里
団
地
は
、
ほ
と
ん
ど
工
場

が
張
り
付
き
満
杯
状
態
で
あ

る
。
更
に
進
展
を
図
る
た
め
に

は
、
新
た
に
埠
頭
や
工
業
団
地

の
造
成
が
必
要
で
あ
る
。
浦
之

崎
地
区
の
廃
棄
物
処
理
用
地
の

一
部
用
途
変
更
を
含
む
港
湾
計

画
の
見
直
し
や
、
遊
覧
船
等
海

の
レ
ジ
ャ
ー
・
農
水
産
物
販
売

所
な
ど
観
光
振
興
を
含
め
た
伊

万
里
湾
総
合
開
発
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

市
長

伊
万
里
湾
は
、
か
け
が
え
の

な
い
市
の
財
産
で
あ
り
、
こ
れ

を
如
何
に
利
活
用
す
る
か
が
鍵

を
握
っ
て
い
る
と
思
う
。
現
在

策
定
中
の
第
５
次
伊
万
里
市
総

合
計
画
に
も
位
置
付
け
を
し
、

伊
万
里
湾
の
利
活
用
を
図
り
た

い
。
課
題
も
多
く
あ
る
が
、
水

深
23
メ
ー
ト
ル
浦
之
崎
地
区
の

廃
棄
物
処
理
用
地
の
計
画
変
更

に
は
努
力
し
た
い
。

す
る
た
め
に
は
各
種
団
体
の
代

表
だ
け
で
な
く
、
情
報
を
共
有

し
て
い
る
議
員
の
意
見
も
聞
い

て
よ
り
良
い
も
の
に
す
べ
き
と

思
う
が
議
会
と
の
協
議
は
ど
う

す
る
の
か
。
市
民
が
わ
か
り
や

す
く
す
る
た
め
横
文
字
は
減
ら

し
て
作
成
し
て
ほ
し
い
。

政
策
経
営
部
長

財
務
分
析
な
ど
実
施
計
画
と

の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
前
段

に
取
り
入
れ
た
い
。
審
議
会
に

諮
っ
た
後
、
議
会
へ
の
説
明
協

議
を
し
た
い
。
横
文
字
に
は
ペ

ー
ジ
下
な
ど
に
説
明
を
入
れ
た

い
。

黒
澤
記
念
館
「
サ
テ
ラ

イ
ト
ス
タ
ジ
オ
」
の
運
営
に
つ

い
て
い
い
話
を
聞
か
な
い
が
、

商
店
街
の
活
性
化
に
も
役
割
を

果
た
し
て
い
る
が
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

政
策
経
営
部
長

２
年
後
は
「
黒
澤
明
監
督
」

の
生
誕
１
０
０
周
年
の
記
念
事

業
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
記
念

館
の
建
設
に
も
一
つ
の
め
ど
も

立
つ
と
思
う
。
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

タ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

運
営
し
て
い
た
だ
け
る
と
思

う
。

多
久
島

繁

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
感
染
対
策
に
対
す
る
市
の
対

応
は
。

市
民
部
長

市
は
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
進
め
て
い
く
が
、
大
流

行
の
兆
し
が
あ
れ
ば
知
事
の
発

令
に
よ
り
関
係
機
関
と
対
処
す

る
。

市
民
へ
周
知
方
法
や
予

防
な
ど
の
広
報
活
動
・
啓
発
計

画
は
。

市
民
部
長

現
在
は
出
来
て
な
い
が
、
知

識
を
持
っ
て
も
ら
う
為
の
広
報

活
動
を
し
て
い
く
。

過
去
流
行
し
た
事
例

で
、
効
果
を
発
揮
し
た
と
い
わ

れ
る
タ
ミ
フ
ル
の
備
蓄
量
は
何

名
分
か
。市

民
部
長

大
流
行
時（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）

に
使
用
で
き
る
の
は
50
人
分
。

発
症
患
者
の
た
め
の
市

民
病
院
に
お
け
る
受
け
入
れ
態

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
り

の
行
方
に
つ
い
て

答
弁

質
問

答
弁 伊

万
里
湾
総
合
開

発
に
つ
い
て

質
問

答
弁

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
へ
の
市

の
取
り
組
み
方

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

質
問

久
原
臨
港
道
路
延

長
に
つ
い
て
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質

問

め
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

市
長

県
に
市
長
会
か
ら
要
望
し
て

い
る
信
号
機
予
算
が
削
減
さ
れ

た
の
は
残
念
。「
あ
さ
ひ
が
丘

下
」
は
国
道
事
務
所
長
か
ら

「
設
置
へ
向
け
て
現
段
階
で
出

来
る
協
力
は
す
る
」
と
の
約
束

を
頂
い
て
い
る
。

図
書
館
へ
の
導
入
に
つ

い
て
教
育
委
員
会
で
の
議
論

は
。導
入
後
に
や
め
た
事
例
は
。

教
育
部
長

教
委
事
務
局
で
は
図
書
館
の

使
命
・
責
任
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
連
携
、
経
費
の
削
減
な
ど

に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
報

道
に
よ
れ
ば
島
根
県
安
来
市
で

は
「
図
書
選
定
の
公
平
・
中
立

を
期
す
こ
と
や
、
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
職
員
に
高
い
専

門
性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら

直
営
に
戻
す
」
と
の
こ
と
。
今

後
、
定
例
教
育
委
員
会
で
議
論

し
、
方
針
を
決
定
す
る
。

（
二
問
省
略
）

う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
今
度
の

サ
ム
コ
の
事
業
拡
張
で
は
約
１

０
０
０
人
の
新
規
雇
用
が
見
込

ま
れ
て
い
る
が
そ
う
い
う
動
き

が
な
い
。
市
民
の
期
待
は
大
き

か
っ
た
と
思
う
が
、
定
住
促
進

に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
高
校
卒
業
生
の

就
職
で
県
外
流
失
を
ど
れ
だ
け

防
ぐ
効
果
が
あ
っ
て
い
る
か
。

産
業
部
長

②
８
０
０
人
の
新
規
採
用
が

あ
り
、
市
内
か
ら
の
採
用
は
３

割
。
正
規
、
非
正
規
別
は
全
従

業
員
（
２
６
０
０
人
）
の
８
割

が
正
規
雇
用
で
あ
る
。

③
今
年
三
月
の
高
校
卒
業
生

で
就
職
希
望
者
４
３
６
人
の
う

ち
県
内
に
就
職
し
た
者
２
０
９

人
、
そ
の
内
90
人
が
サ
ム
コ
に

就
職
し
て
い
る
。

二
、
納
税
相
談
の
窓
口
対
応
に

つ
い
て
（
省
略
）

三
、
社
会
保
険
浦
之
崎
病
院
の

存
続
に
む
け
て
の
市
の
対
応

は
（
省
略
）

船
津

賢
次

①
税
収
に
つ
い
て

第
４
工
水
の
元
利
償
還
金
総

額
は
１
５
２
億
円
。
伊
万
里
市

の
負
担
は
76
億
円
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
元
利
償
還
金
に
つ
い

て
は
企
業
か
ら
の
税
収
で
賄
え

る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い

い
か
。

②
雇
用
に
つ
い
て

「
事
業
計
画
書
」
に
よ
る
と
、

要
員
計
画
に
つ
い
て
、
半
導
体

シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
の
製
造
で

当
初
２
０
０
人
最
終
８
０
０

人
、
太
陽
光
発
電
用
シ
リ
コ
ン

ウ
エ
ハ
ー
の
製
造
で
１
０
０
人

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
採
用
実
績
と
市
内
・
市
外
の

割
合
、
雇
用
の
形
態
―
正
規
、

非
正
規
別
、
ま
た
、
採
用
の
年

齢
制
限
は
。

③
定
住
に
つ
い
て

か
つ
て
は
企
業
城
下
町
と
い

う
言
葉
も
あ
っ
た
よ
う
に
大
き

な
企
業
が
進
出
し
て
く
れ
ば
社

宅
が
で
き
人
口
も
増
え
る
と
い

盛

泰
子

信
号
機
の
新
設
・
改
良

が
要
望
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
複

数
あ
る
が
①
県
の
予
算
は
②
警

察
と
の
協
議
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

総
務
部
長

①
現
在
、
市
内
の
新
設
要
望

箇
所
数
は
14
。
昨
年
度
設
置
箇

所
は
市
内
１
、県
内
全
体
で
14
。

本
年
度
県
予
算
は
昨
年
よ
り
削

減
さ
れ
８
４
９
５
万
７
千
円
。

②
数
年
来
優
先
順
位
１
位
で
あ

る
「
あ
さ
ひ
が
丘
下
」
は
、
昨

日
県
警
本
部
か
ら
調
査
に
見
え

た
。
国
道
２
０
２
号
拡
幅
工
事

と
の
兼
ね
合
い
、
バ
イ
パ
ス
開

通
に
伴
う
「
啓
成
中
学
校
下
」

へ
の
設
置
等
を
勘
案
さ
れ
、
公

安
委
員
会
で
の
決
定
と
な
る
。

駅
前
交
差
点
の
時
差
式
へ
の

改
良
は
、
今
年
に
な
っ
て
警
察

庁
か
ら
「
時
差
式
信
号
は
危
険

な
の
で
、
取
り
や
め
な
さ
い
」

と
の
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
た

質
問

答
弁

信
号
機
の
新
設
・

改
良

質
問

質
問

答
弁

答
弁

島
田

布
弘

新
公
的
病
院
の
医
師
確

保
・
経
営
状
況
は
。

病
院
事
務
長
・
市
長

町
長
始
め
人
脈
も
頼
り
医
師

確
保
に
つ
と
め
た
い
。

開
院
予
定
で
あ
る
平
成
23
年

は
、
３
億
９
６
０
０
万
円
の
赤

字
を
見
込
ん
で
い
る
。
開
院
後

５
年
間
は
赤
字
が
続
く
が
、
そ

の
後
は
黒
字
を
予
測
し
て
い
る
。

広
域
ゴ
ミ
処
理
場
の
ゴ

ミ
収
集
車
両
の
状
況
。

答
弁

市
民
部
長

一
日
２
０
０
台
を
予
測
し
て

い
る
。
又
、
建
設
後
10
年
後
か

ら
、
新
し
い
建
設
地
を
伊
万
里

市
以
外
に
話
を
進
め
て
い
き
た

い
。

松
浦
町
・
若
木
町
の
企

業
誘
致
は
凍
結
状
態
と
の
発
言

は
、
市
の
積
極
性
が
見
ら
れ
な

い
。

産
業
部
長

県
の
方
式
が
変
更
に
な
っ
た

が
伊
万
里
市
で
独
自
で
可
能
性

塚
部
市
政
の
喫
緊
の

課
題
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

答
弁

企
業
誘
致
の
効
果

に
つ
い
て
㈱
Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｃ
Ｏ
の
場
合

指
定
管
理
者
制
度

質
問

答
弁

答
弁
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般

質

問

を
調
査
し
た
い
。

国
道
４
９
８
号
の
整
備

は
。

建
設
部
長

下
平
峠
３
０
０
ｍ
の
道
路
改

修
の
予
算
を
伊
万
里
土
木
事
務

所
よ
り
本
庁
へ
要
求
中
。
又
、

大
坪
町
祇
園
橋
は
50
㎝
拡
幅
す

る
。
桃
川
橋
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
等
で
本
年
中
に
作
業
予

定
。

戸
栗
美
術
館
の
建
設
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

政
策
経
営
部
長

地
元
窯
元
組
合
と
、
今
後
誠

心
誠
意
話
を
進
め
て
、
早
急
な

実
現
を
図
り
た
い
。

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
が
８

月
７
日
入
札
予
定
だ
が
。

産
業
部
長

市
と
し
て
は
限
度
が
あ
る

が
、
今
の
状
態
の
継
続
に
向
け

て
、
方
策
を
探
り
た
い
。
又
、

80
名
近
い
雇
用
、
仕
入
れ
納
入

業
者
の
現
状
も
あ
り
、
継
続
に

つ
い
て
最
大
の
努
力
を
す
る
。

総
括
し
て
市
長
の
考
え

は
。

市
長

職
員
一
丸
と
な
り
重
要
案
件

に
全
力
を
つ
く
す
。

質
問

樋
渡

雅
純

こ
れ
ま
で
の
地
震
発
生

の
た
び
に
老
朽
施
設
の
整
備
・

耐
震
性
の
確
保
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
学
校
施
設
の
80
％
は
防

災
拠
点
で
あ
る
①
耐
震
化
の
認

識
に
つ
い
て
。
②
市
内
耐
震
改

修
状
況
に
つ
い
て
。

教
育
部
長

①
基
本
的
に
学
校
は
、
学
習

生
活
の
場
・
避
難
場
所
と
し
て

最
重
要
課
題
と
と
ら
え
て
い

る
。
今
後
、
適
切
な
維
持
管

理
・
必
要
に
応
じ
て
早
急
に
耐

震
補
修
を
行
っ
て
い
く
。

②
耐
震
優
先
度
調
査
を
小
・

中
学
校
40
棟
で
実
施
し
て
い

る
。
今
年
、
小
１
校
・
中
２
校

で
耐
震
診
断
を
行
う
予
定
。

今
回
関
連
の
、
法
改
正

も
あ
り
、
地
震
補
強
事
業
は
こ

れ
ま
で
の
補
助
率
に
１
／
２
か

ら
２
／
３
に
上
が
っ
た
。
実
質

的
な
市
の
負
担
も
約
31
％
か
ら

13
％
へ
と
大
き
く
減
少
す
る
。

財
政
支
援
を
機
に
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
。市

長

制
度
を
利
用
し
、
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
く
。

国
民
病
と
も
い
わ
れ
る

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
で
悩
み
苦
し

む
人
が
増
加
し
て
い
る
。
①
市

内
学
校
に
お
け
る
有
病
率
の
実

態
に
つ
い
て
。
②
各
学
校
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
配
布
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
活
か
し
た
今
後

の
取
り
組
み
は
。

教
育
部
長

①
小
・
中
学
校
の
生
徒
数
は

３
５
７
３
人
、
そ
の
う
ち
、

喘
息
１
４
０
９
人
、
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
２
２
５
人
、
ア
レ
ル

ギ
ー
鼻
炎
５
６
０
人
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
１
９
２
人
。
②
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
研
修
を

は
か
り
教
職
員
の
認
識
を
高

め
、共
通
理
解
を
深
め
て
い
く
。

学
校
・
保
護
者
・
主
治
医
と
の

連
携
を
深
め
、
管
理
指
導
表
を

活
用
し
な
が
ら
安
全
安
心
を
勧

め
る
。

（
肺
炎
球
菌
の
公
的
助
成
に
つ

い
て
）
は
省
略

答
弁

質
問

質
問

答
弁

浜
野

義
則

今
年
４
月
の
厚
生
労
働

省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
被
保

護
者
の
通
院
費
が
原
則
的
に
廃

止
に
な
り
、
そ
の
後
６
月
に
は

運
用
の
見
直
し
に
つ
い
て
再
通

知
が
あ
っ
て
い
る
が
、
市
の
対

応
は
。

市
民
部
長

４
月
の
通
知
を
受
け
県
と
の

協
議
を
経
て
、
６
月
か
ら
一
部

例
外
的
な
も
の
を
除
い
て
通
院

費
が
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ

と
へ
の
主
旨
説
明
を
行
っ
て
き

た
が
、
６
月
の
再
通
知
を
受
け

て
必
要
な
人
に
「
最
低
限
度
の

移
送
で
、
最
小
限
度
の
支
給
を

す
る
」
と
い
う
従
来
の
給
付
要

綱
を
当
面
継
続
し
て
い
き
た

い
。

地
域
交
通
の
整
備
は
市

の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
も
Ｍ
Ｒ
の
一
部
経
費
負
担

や
路
線
バ
ス
の
赤
字
補
填
な
ど

で
維
持
・
存
続
を
図
っ
て
き
た

が
「
伊
万
里
市
民
と
考
え
る
市

民
交
通
会
議
」
の
答
申
、
路
線

バ
ス
の
乗
降
調
査
、
県
の
地
域

交
通
支
援
モ
デ
ル
事
業
へ
の
申

請
等
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
な

対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
・
産
業
部
長

地
域
交
通
の
整
備
は
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
大
事
だ
。
市
民
交
通

会
議
の
答
申
等
を
参
考
に
し
て

地
域
や
事
業
者
等
の
意
見
を
十

分
聞
き
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。

現
在
、
県
の
地
域
交
通
支
援

モ
デ
ル
事
業
に
東
山
代
町
か
ら

申
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
地

域
の
自
主
的
な
取
り
組
み
と
し

て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

採
択
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
し

て
い
る
。
今
後
も
必
要
に
応
じ

て
運
営
面
や
経
費
的
な
問
題
も

含
め
て
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
た
い
。
新
し
い
交
通
シ
ス
テ

ム
に
変
更
さ
れ
た
場
合
の
赤
字

補
填
は
、
金
額
が
従
来
よ
り
少

な
く
な
れ
ば
可
能
だ
と
考
え
て

い
る
。

生
活
保
護
者
の
通
院

費
支
給
に
つ
い
て

質
問

答
弁

答
弁

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の

取
り
組
み

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

地
域
公
共
交
通
の

整
備

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

学
校
の
耐
震
化

質
問
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質
問
・
編
集
後
記
な
ど

二
人
の
会
話

花
子：

伊
万
里
の
税
収
も
大
き
く

伸
び
た
よ
う
だ
け
ど
実
際
は
ど
う

な
の
？

太
郎：

そ
う
だ
ね
、
昨
年
は
Ｉ
Ｔ

関
連
の
企
業
が
好
調
で
、
法
人
市

民
税
が
15
憶
４
千
万
円
程
増
え
、

全
体
の
収
入
も
税
源
移
譲
な
ど
も

あ
っ
て
15
％
程
度
の
伸
び
に
な
っ

て
い
る
ん
だ
け
ど
・
・
・
・
・
。

花
子：

増
え
た
分
自
由
に
使
え
る

ん
で
し
ょ
？
み
ん
な
期
待
し
て
い

る
わ
よ
。

太
郎：

実
は
増
え
た
分
全
部
使
え

そ
う
に
も
な
い
よ
。
収
入
の
増
減

に
よ
っ
て
国
か
ら
の
交
付
税
の
お

金
も
増
減
す
る
し
昨
年
大
き
く
増

え
た
分
一
定
の
割
合
で
翌
年
度
以

降
に
清
算
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
て
、
今
年
か
ら
３
年
間
約
３

憶
２
０
０
０
万
円
づ
つ
返
済
す
る

こ
と
に
な
る
よ
う
だ
し
・
・
・

花
子：

増
収
の
15
憶
４
０
０
０
万

円
、
ど
う
使
わ
れ
た
の
？

太
郎：
返
済
や
財
源
を
調
整
す
る

為
の
基
金
に
10
憶
円
ほ
ど
積
み
立

て
て
あ
る
し
、
基
金
へ
の
返
済
に

回
し
た
り
で
、
実
際
に
は
２
億
円

程
度
今
年
度
予
算
に
繰
り
入
れ
ら

れ
る
の
か
な
あ
ー
。

花
子：

伊
万
里
市
の
財
布
も
、
ホ

ク
ホ
ク
と
ま
で
は
い
か
な
い
け
ど

昨
年
の
収
入
増
が
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
実
感
で
き
れ
ば
い
い
し
、

堅
実
に
運
用
し
て
ほ
し
い
わ
ね
。

太
郎：

こ
れ
か
ら
も
関
心
を
も
っ

て
、
見
守
っ
て
い
き
た
い
ね
。

街
な
か
で
交
さ
れ
る
様
々
な
会

話
に
耳
を
た
て
な
が
ら
、
動
き
回

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
雅
）

◎
樋
渡
雅
純

○
山
増
秀
明

多
久
島
繁

前
田
久
年

渡
邊
英
洋

顧
問

占
野
秀
男
、
盛
泰
子

発
行

伊
万
里
市
議
会

伊
万
里
市
立
花
町
一
三
五
五
―
一

3
０
９
５
５
―
２
３
―
２
１
１
１

5
０
９
５
５
―
２
２
―
１
２
７
７

E-m
ail:gikai@

city.im
ari.lg.jp

編
集

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

印
刷

山
口
印
刷
株
式
会
社

★〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約12円（印刷費）で作成しています。

な
る
願
い
で
あ
り
、
市
も
そ
の

様
に
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
従

来
ど
お
り
の
経
営
を
継
続
さ
れ

れ
ば
固
定
資
産
税
等
の
減
免
措

置
を
講
じ
る
考
え
だ
。
③
す
で

に
有
田
側
と
も
協
議
を
進
め
な

が
ら
で
あ
り
、
場
所
に
つ
い
て

も
今
、
地
権
者
と
の
交
渉
を
進

め
ら
れ
て
お
り
、
見
直
し
は
難

し
い
。

本
市
の
一
等
地
で
あ
る

場
所
に
数
年
も
空
ビ
ル
と
し
て

放
置
さ
れ
た
ま
ま
だ
が
、
持
主

と
の
協
議
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
る
か
。産

業
部
長

こ
れ
ま
で
何
回
と
な
く
協
議

を
し
、
持
主
側
は
売
却
も
０
Ｋ

と
の
事
。
又
６
社
か
ら
の
問
合

せ
も
あ
っ
て
い
る
と
の
事
。

何
れ
に
し
て
も
早
期
の

解
決
を
市
民
は
望
ん
で
い
る
。

市
長

市
に
も
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル

建
設
の
問
合
せ
が
あ
っ
て
い
る
。

草
野

譲

①
伊
万
里
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
施
設
で
あ
る
年
金
セ
ン
タ

ー
が
い
よ
い
よ
売
り
に
出
さ
れ

た
。
８
月
７
日
が
入
札
日
で
あ

る
。
市
と
し
て
ど
の
様
に
対
応

す
る
の
か
。
②
こ
の
施
設
を
残

し
て
ほ
し
い
と
の
署
名
運
動

（
平
成
17
年
７
月
）
で
は
、
実

に
３
１，

７
１
６
名
の
方
か
ら

力
強
い
ご
支
援
を
受
け
た
。
市

と
し
て
こ
の
事
を
ど
う
捉
え
る

か
③
今
で
も
新
し
い
病
院
の
建

設
場
所
と
し
て
年
金
セ
ン
タ
ー

が
一
番
い
い
と
云
う
声
を
聴
く

が
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

市
長

①
草
野
議
員
が
質
問
を
さ
れ

た
様
に
公
園
法
の
適
用
を
受
け

る
と
か
、
自
治
体
の
特
典
と
し

て
特
別
に
購
入
出
来
る
様
な
施

策
を
研
究
し
た
が
い
ず
れ
も

様
々
な
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
事

が
出
来
な
か
っ
た
②
多
く
の
市

民
の
残
し
て
ほ
し
い
と
云
う
切

答
弁

質
問

答
弁 旧

ダ
イ
エ
ー
伊
万
里
店
跡

地
に
つ
い
て

ウ
エ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
万

里
の
売
却
に
つ
い
て

質
問

答
弁

質
問

農業委員会委員
（議会推薦）

・池田 昭男 ・福田 義晴


